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小学校第４学年の歌唱指導に関する一考察 

小学校学習指導要領「音楽」の目標を意識して 

 
A Study on Singing Instruction in the Fourth Grade of Elementary School 

With the objectives of the Elementary School Course of Study for“Music” 
 

飯泉琴都 (武蔵野音楽大学研修員)  

Koto IIZUMI (Trainee of Musashino Academia Musicae) 
飯泉祐美子（帝京科学大学） 

Yumiko IIZUMI(Teikyo University of Science) 
(要旨) 

小学校第４学年の歌唱指導実践から感じる課題解決のために、小学校学習指導要領「音

楽」を意識して授業を組み立て、その検証を行った。 
本授業の検証方法として、児童の反応を学習過程と学力の三要素という視点から表にまと

めた。「感じる」⇔「気付く」⇔「考える」⇔「試す」⇔「調和させる」という音楽の学習過

程と、学力の三要素を担保し、目標を意識した授業として成立させることができた。 
 

(キーワード) 

小学校学習指導要領「音楽」、歌唱活動、学力の三要素、音楽の学習過程、音楽の授業実践 
 
 

1.研究の経緯 

日頃、小学校第４学年の歌唱指導において、

以下のような課題があると感じる。 

 

①  児童の声の在り方については個人差が大き

く、声変わりの兆候や音域の個人差など、発

達段階に応じた課題である。 

②  良い姿勢や良い声で歌うことの重要性に理

解できない児童も多い。 

③  音程・声量・表現力にも差がある。 

④  授業への集中力が持続しにくい児童が存在

する。 

 

そのため、指導者は、児童に学習活動への主

体的な学びを促す工夫も必要である。 

これらの課題を踏まえ、本研究では第４学年

における歌唱指導の実践を通して、効果的な指

導の在り方を検討することを目的とする。 

 

2.小学校第 4 学年の歌唱活動と意義 

 小学校学習指導要領（平成 29 年告示）第２章

『各教科』第６節「音楽」第１「目標」には下

記の内容が示されている。 

 

 

表現及び鑑賞の活動を通して，音楽的な見方・考

え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽と豊かに

関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

⑴曲想と音楽の構造などとの関わりについて理解す

るとともに，表したい音楽表現をするために必要な

技能を身に付けるようにする。 

⑵音楽表現を工夫することや，音楽を味わって聴く

ことができるようにする。 

⑶音楽活動の楽しさを体験することを通して，音楽

を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに，

音楽に親しむ態度を養い，豊かな情操を培う。 

 

 

さらに、第２「各学年の目標及び内容」の中

の〔第３学年及び第４学年〕には、下記の内容

が示されている。 
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１．目標 

(1)曲想と音楽の構造などの関わりについて気付く

とともに、表したい音楽表現をするために必要な歌

唱、器楽、音楽づくりの技能を身に付けるようにす

る。 

(2)音楽表現を考えて表現に対する思いや意図をも

つことや、曲や演奏のよさなどを見出したりしなが

ら音楽を味わって聴くことができるようにする。 

(3)進んで音楽に関わり、協働して音楽活動をする楽

しさを感じながら、様々な音楽に親しむとともに、

音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものに

しようとする態度を養う。 

２．内容 

A 表現 

(1)歌唱の活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。 

ア歌唱表現についての知識や技能を得たり活かした

りしながら、曲の特徴を捉えた表現を工夫し、どの

ように歌うかについて思いや意図をもつこと。 

イ曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりについ

て気付くこと。 

ウ思いや意図に合った表現をするために必要な次の

(ア)から(ウ)までの技能を身に付けること。 

(ア)範唱を聴いたり、ハ長調の楽譜を見たりして歌

う技能 

(イ)呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理

のない歌い方で歌う技能 

(ウ)互いの歌声や副次的な旋律，伴奏を聴いて，声

を合わせて歌う技能 

 

第４学年の歌唱活動は、音楽のよさや楽しさ

を感じ取りながら、自らの思いや意図をもって

表現する力を育てることを目標としている。 

学習指導要領では、歌唱活動においても「知

識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学

びに向かう力・人間性等」を相互に関連させな

がら指導することを求めている。 

「知識」の側面では、曲想と音楽の構造、歌

詞の内容との関わりに気付くことが重要であ

る。 

児童は、リズムや旋律の動き、構成、声部の

重なりなどに着目し、それらがどのように曲の

雰囲気を形づくっているのかを考える。また、

歌詞の内容と結び付けて捉えることで、音楽の

表現的意味をより深く理解することができる。 

「技能」の側面では、範唱を聴いたりハ長調

の楽譜を見たりして歌う力、呼吸や発音に気を

付けた自然で無理のない歌い方、さらに互いの

歌声や伴奏を聴きながら声を合わせる力を育

てる。二部合唱などを通して、声が重なり合う

響きの美しさを感じ取る経験も大切である。 

「思考力・判断力・表現力」の側面では、曲

の特徴を基に「どのように歌いたいか」という

思いをもち、その実現のために表現を工夫する

ことが求められる。 

児童は、強弱や速度の変化、スタッカートや

スラーなどを試しながら、表現の違いを感じ取

り、自分たちの歌い方をよりよいものへと高め

ていく。 

この段階では、知識や技能を習得してから表

現するのではなく、表現を工夫する中で必要な

知識や技能を身に付け、生かすという往還的な

学習が重要となる。 

また、児童同士が表現を聴き合い、よさを認

め合う活動を重ねることで、協働する喜びや音

楽に主体的に関わる態度、すなわち、学びにむ

かう向かう力・人間性」が育まれる。 

歌うことが好きだと感じられる活動を基盤

に、「感じる」⇔「気づく」⇔「考える」⇔「試

す」⇔「調和させる」という学習過程を通して、

音楽的に自立への基礎を築くことが４年生の

歌唱活動の意義である。 

 

3.指導実践にあたって 

(１)実践概要 

対象：都内 T 小学校第４学年３クラス 
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（４年１組 34 名、２組 34 名、３組 34 名） 

実施期間：2025 年 10 月～2026 年３月 

教材：『もみじ』『おどれサンバ』 

『小学音楽 音楽のおくりもの４』（令和 6 年

度文部科学検定済教科書  小学校音楽科用  教

育出版） 

(２)研究倫理 

本研究における指導法の考察については、人

を対象とした調査研究の対象外である。しかし、

T 小学校関係各所の承諾を受けている。 

 

(３)授業の枠組み(2 教材共通) 

授業の枠組みは以下の通りである。 

表  1 授業の枠組み 

 

〔導入〕 

始めに、歌唱活動に向けたウォーミングアッ

プを行う。その後腹式呼吸を行い、安定した息

の支えを意識させる。 

続いて、五十音を用いた発音練習を行い、口

の形や子音の発音を確認する。さらに、簡単な

音程を用いた発声練習を取り入れ、無理のない

音域で響きのある声を出すことを意識させる。 

〔展開〕 

基礎練習の後、歌唱教材の音源を聴かせ、楽曲

の雰囲気や旋律の特徴を捉えさせる。次に、指

導者による範唱を行い、正しい歌い方を確認す

る。 

その後、全員で１つのパートを歌い、旋律を

十分に定着させる。続いてもう１つのパートを

練習し、音程やリズムを確認する。 

〔まとめ〕 

最後に、学級を二つのグループに分け、それ

ぞれのパートを担当させて合わせて歌唱する。

声の重なりや響きを体感させることで、二部合

唱の楽しさを味わわせることをねらいとする。 

 

（４）授業実践にあたって 

１）言葉掛け 

授業では、児童たちがイメージできるように。

分かりやすい言葉掛けに努めた。 

例えば、基本の姿勢を整える際には「背中に

定規が入っているように」「頭のつむじを上に

引き上げるように」といった表現を用いた。 

また、滑らかに歌う表現を指導する際には、

「自転車で緩やかな坂道を下るように」「スケ

ートで滑るように」などの具体的な場面を想像

させ、思考力を働かせる方向へ促した。 

２）歌唱活動に入る前の具体的なトレーニング

方法 

①軽いウォーミングアップ、腹式呼吸 

まずは身体を柔軟に使うために、下記の内容

で軽くウォーミングアップを行った。 

3
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・首を右に３回、左に３回と大きく回す 

・肩を上がるところまでしっかり上げ、そのあ

とストンと下げる。３回繰り返し行う。 

 

首が固まると良い声が出にくいため、まずは

首を大きく回すウォーミングアップを行った。

特に朝は、首の筋肉が固まりやすいため、１時

間目に授業を行うクラスでは重点的に実施し

た。 

次に、肩を上下に動かす動作を行った。歌う

時は常に肩の力を抜くことを目的として行っ

ている。 

続いて、合唱において基礎のトレーニングで

ある腹式呼吸を行った。姿勢を整えて深く息を

吸い、その後「スー」と音を立てて約 10 秒かけ

てゆっくりと息を吐くトレーニングを３回行

った。 

②発音練習 

一つ一つの言葉をはっきり発音することを

目的として、五十音を用いた反復練習を行った。 

具体的には、「あいうえお」「いうえおあ」

「うえおあい」「えおあいう」「おあいうえ」

といった母音の配列を入れ替えながら、指導者

に繰り返して発音をさせた。さらに、か行・さ

行などの子音を用いた音や、が行・ざ行などの

濁音、半濁音を用いた発音練習も行った。 

③発声練習 

発声練習では、音階に合わせた母音唱を取り

入れた。 

例えば、「ドレミレドレミレド～♪」の音程

に合わせて、「イーーーアーーーー」と歌わせ

ることで、母音の響きの違いを意識させた。 

また、「ドレミファソファミレド～♪」の音

程に合わせて「アエアエアエアエアー」と歌わ

せることで、口の形と息の流れを体感させた。

さらに、滑らかに歌う技能を身に付けることを

目的として、『きらきら星』の旋律を用いて母

音「ア」を乗せて歌う練習を行い、レガート唱

法の基礎を指導した。 

高音が出にくい児童にも配慮し、無理のない

音域を用いて発声練習を行った。 

 

4.各楽曲の歌唱指導実践  
（１）『もみじ』の歌唱指導の実践 

１）楽曲について 

『もみじ』は高野辰之作詞、岡野貞一作曲の

文部省唱歌であり、1911 年に尋常小学唱歌とし

て発表された。1951 年から小学校４年生の教科

書に採用され、現在まで歌い継がれている。 

教科書では二部合唱で編成されており、「掛

け合いと重なり」という題材の中で「かけ合い

や重なりの面白さを味わう」教材として、初め

て合唱する児童にもわかりやすく、ハーモニー

について学習できる楽曲である。 

２）『もみじ』学習の流れ 

【表２】もみじ指導案〔展開前半〕 
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【表３】もみじ指導案〔展開後半〕 

 

まずは音源を聴かせるところから始め、楽曲

全体の雰囲気や特徴を捉えさせた。また、教科

書の写真などをもとに、情景を思い浮かばせた。 

その後全員で歌唱し、上のパートの旋律の音

やリズム、流れをつかませた。 

次に指導者による範唱を行い、２つの異なる

演奏方法を児童に聴かせ、どちらの歌い方が正

しいかを考えさせた。その後範唱を意識したう

えで、再度全員で上のパートを歌唱した。 

続いて、下のパートの音源を聴かせ、旋律の

音の流れやリズムを確認し、上のパートと動き

が異なる部分に注目した。具体的には、最初に

全休符があり、上のパートよりも１小節後から

入って追いかけている点【譜例１】、途中の歌

詞「まつをいろどるかえでやつたは」の部分で

は、主旋律と同じ動きで、二つのパートの音が

違う点【譜例２】、「やまのふもとの」の部分

では、追いかけでも、同じリズムでもない点で

ある。【譜例３】 

音の流れを確認したうえで全員で下のパー

トを歌唱し、最後に学級を二つのグループに分

けて合唱を行い、お互いのパートを聴きあうこ

とを指導した。繰り返し歌唱することで、音を

重ねて歌った際の感想を共有させ、合唱の響き

や楽しさについて振り返りを行った。 

 

【譜例１】 

 

同じ旋律でメロディーを追う 

【譜例２】 

 

両パートが３度の音程で動く 

【譜例３】 

 

両パートのリズムが異なる 

5
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（２）『おどれサンバ』の歌唱指導の実践 

１）楽曲について 

『おどれサンバ』は小学校４年生の音楽の教

科書「音楽のおくりもの４」に掲載されている

教材曲である。曲名の通り、「サンバ」を取り

入れた楽しい歌唱教材である。繰り返しのある

リズムや旋律にのって楽しく演奏したり、リズ

ム伴奏を工夫したりする活動を通して、サンバ

のリズムや旋律の特徴を感じ取る事ができる。 

歌唱だけでなく、シェーカーやカスタネット

などの楽器を取り入れて演奏することで、リズ

ム感を育てることのできる教材である。 

２）学習の流れ 

【表  4】おどれサンバ指導案〔展開前半〕 

 

 

【表  5】おどれサンバ指導案〔展開後半〕 

 

学習の導入として、まず児童に２つの発問を

した。１つ目は「サンバと聞いて何を思い出し

ますか？」と聞いた。すると多くの児童が「マ

ツケンサンバ」と答えた。２つ目は「サンバっ

てどんな音楽かな？」と問いかけると、「楽し

い」「明るい」といった意見が多く挙げられた。 

これらの発問を通して、児童が既にもってい

る「サンバ」のイメージを活かし、学習活動へ

移った。 

教材に入り、まずは範唱を聴かせることから

始め、楽曲の雰囲気や、旋律の動きを大まかに

捉えさせた。続いて全員で歌唱し、旋律や歌詞

に親しませた。 

その後、楽譜に示された繰り返し記号を確認

6
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し、楽曲の構成への理解を深めた。【図１】 

また、メロディの音の動きに着目させ、リズ

ムにのって歌えるよう指導した。【譜例４】 

メロディの動きを確認した後、再度全員で歌

唱し、理解した内容を実際の表現に生かすよう

促した。 

さらに、メロディを歌うパートと「ラララ」

で歌うパートの二部に分かれて歌唱を行い、旋

律の重なりを体験させた。【譜例５】 

最後に、カスタネットやタンバリン、シェー

カーなどの打楽器を加え、合唱と合奏を組み合

わせた活動を行った。これにより、サンバのリ

ズムの特徴を理解させるとともに、音を合わせ

る楽しさを味わわせることをねらいとした。 

 

【譜例４】 

 

 

【譜例５】 

 

 

 
【図  1】音楽の仕組み（くり返し記号）  

 
4.授業実践を終えて 

本授業を通して、児童たちの様子にいくつか

の変化が見られた。まず、教師が児童と共に歌

うことで、これまで声を出すことが苦手な児童

も徐々に歌えるようになる様子が見られた。 

また、教師が演奏方法の良い例、悪い例の両

パターンを範唱することで、声の響かせ方や歌

い方の違いを具体的に理解する姿が見られた。 

さらに、繰り返し歌唱する活動を取り入れた

ことで歌詞を覚えることができ、教科書を見ず

に歌える児童が増加した。 

グループに分かれて歌う活動を通して、合唱

することの楽しさに気付く様子も見られた。 

加えて、授業終了後に、授業で学習した歌い

方で、歌いながら教室へ戻る児童の姿が多く見

られ、歌唱活動への意欲や関心の高まりが見ら

れた。 

教師が「どんな風にきこえた？」「この歌い

方は正しい？」などたずねると、児童たちが考

えたり、集中する力が身につくと感じた。 

また、楽器を取り入れて合唱・合奏をする形

をとると、児童たちがさらに授業に対して意欲

的になると感じた。 

 

5.考察  
本授業を通して、児童たちの様子にいくつか

の変化が見られことをもとに、前述の小学校学

習指導要領「音楽」の目標達成を意識した授業

として検証する。 

児童の様子は以下のようにまとめることが

7
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できる。 

【表  6】 学力の三要素と学習課程 

知

識

・

技

能 

・指導者が演奏方法の良い例、悪い例の

ふたつのパターンを範唱することで、声

の響かせ方や歌い方の違いを具体的に理

解する姿が見られた。【気づく】【試す】 

思

考

力

・

判

断

力

・

表

現

力

等 

・繰り返し歌唱する活動を取り入れたこ

とで歌詞を覚えることができ、教科書を

見ずに歌える児童が増加した。 

 

・グループに分かれて歌う活動を通し

て、合唱することの楽しさに気付く様子

も見られた。【感じる】【気づく】【調

和する】 

 

・授業終了後に、授業で学習した歌い方

で、歌いながら教室へ戻る児童の姿が多

く見られ、歌唱活動への意欲や関心の高

まりが見られた。【試す】【調和する】 

学

び

に

向

か

う

力

・

人

間

性 

・指導者と児童が共に歌うことで声を出

すことが苦手な児童も徐々に歌えるよう

になった【感じる】 

 

・教師が「どんな風にきこえた？」「こ

の歌い方は正しい？」などたずねると、

児童たちが考えたり、集中する力が身に

つくと感じた。【感じる】【気づく】【考

える】 

 

・楽器を取り入れて合唱・合奏をする形

をとると、児童たちがさらに授業に対し

て意欲的になると感じた。【試す】 

 本授業は、表現を工夫する中で必要な知識や

技能を身に着け、生かすという往還的な学習に

より成り立っていることがわかる。 

すなわち、歌うことが好きだと感じられる活

動を基盤に、「感じる」⇔「気付く」⇔「考え

る」⇔「試す」⇔「調和させる」という学習過

程を通して、音楽的に自立への基礎を築くこと

が成立していると言え、４年生の歌唱活動の意

義を達成していると言える。 

 

  【図  2】小学校第 4 学年の歌唱活動の在り方 

 
6.まとめ  
 本研究では、小学校第 4 学年の歌唱指導に関

する一考察として小学校学習指導要領「音楽」

の目標達成を意識した授業を試みた。  

今回の本授業は、まだ改善の余地を残しつつ

も、「感じる」⇔「気付く」⇔「考える」⇔「試

す」⇔「調和させる」という学習過程と、学力

の三要素を担保し、目標を意識した授業として

成立したと言える。  

 引き続き、本授業をもとに小学校の歌唱活動

について授業実践とその研究を進めていく所

存である。  

 

7.参考文献 

 

『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）』平成 29 年３月

告示 文部科学省 

 

『小学音楽 音楽のおくりもの４』（令和 6 年度文部科学

検定済教科書 小学校音楽科用）教育出版 
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楽曲聴取時の感受性を育む実践活動 

―A.ピアソラ作曲 Adios Noninoを題材にして― 

 

Practical activities to nurture sensitivity when listening to music  

– Using Adios Nonino,composed by A. Piazzolla,as an example – 

 

高木麻衣子 (東京福祉大学) 

Takagi Maiko(Tokyo University of Social Welfare) 

山口亜弥子(鶴見大学短期大学部) 

Yamaguchi Ayako(Tsurumi Junior College)  

(要旨) 

昨今、保育者養成課程において多様な表現活動が展開されているが、子どもに主体的な表現

の場を提供するためには、まず学生自身が感受性を育むことが不可欠である。本研究では、A.

ピアソラ作曲「Adios Nonino」を題材に、保育を学ぶ学生たちが初めて聴く音楽に対してどの

ような感情やイメージを抱くのか、「感受の表出」に焦点を当て、音楽を絵と文章で自由に表

現する活動を実施した。対象は大学・短大の 1 年生 53 名で、音楽経験による表現の差異は限

定的であった。むしろ個々の感受性や内面の探求が表現に強く反映されており、評価を前提と

しない創作活動が学生の表現力と学びの質を高める可能性が示唆された。今後は横断的な表

現活動を通じて、感受性を育成するための具体的な手立てを探る一助としたい。 

 

(キーワード) 

表現、感受、鑑賞、横断的な学び、音楽経験 

1.背景と目的 

 幼稚園教育要領(平成 29 年 3 月告示)におけ

る領域「表現」の目標は、「感じたことや考えた

ことを自分なりに表現することを通して、豊か

な感性や表現する力を養い、創造性を豊かにす

る」と示されている 1。さらに「表現」のねら

いとして、(1)いろいろなものの美しさに対す

る豊かな感性をもつこと、(2)感じたことや考

えたことを自分なりに表現して楽しむこと、

(3)生活の中でイメージを豊かにし、様々な表

現を楽しむこと、の三点が掲げられている 2。 

 これらのねらいを踏まえ、保育者養成課程に

おいても、音楽あそびを通じて表現力を育む活

動(杉山、2025)や、感性や人間関係の視点から

音楽を視覚化・言語化する活動(大浦、 2025)な

ど、多様な表現手法を習得する試みが展開され

ている。しかし将来、子どもたちに主体的な表

                                                                 
1 文 部 科 学 省 (2017) 「 幼 稚 園 教 育 要 領 」

https://www.mext.go.jp/content/1384661_3_2.pdf(2025

現活動を提供するためには、まず学生自身が豊

かな感性を養うことが不可欠である。その行為

(ここでは「感受の表出」とする)は、音楽経験

の有無を問わず、誰もが平等に取り組むことが

できる活動であると考えられる。智原(2017)は、

学生たちのそういった感性を涵養するために

は、正解や完成形のない表現活動を通して相互

に表現を交わし合い、創作することを重ねて表

現者となっていくと指摘している。 

 そこで本研究では、保育を学ぶ学生が初めて

聴く音楽に対してどのような感情やイメージ

を抱くのかに着目し、それらを絵や文章に表す

活動を通して「感受の表出」の傾向を分析する

ことを目的とする。これにより、保育者養成課

程における表現科目において、感受性を育成す

るための具体的な手立てを探る一助としたい。 

 

/8/30 にアクセス)p.17 

2 同上 
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2.研究方法 

2-1.調査対象 

対象者は、K 短期大学保育科 1 年「音楽表現」

履修者 32 名、T 大学保育児童学部 1 年「子ども

と音楽」履修者 21 名、合わせて 53 名とする。

調査時期は、2025 年 5 月各々第 4 週目の授業内

にて行った。 

 

2-2.調査内容 

 同一楽曲を提示し、楽曲から受けた印象を基

に絵画表現および文章表出を行わせた。楽曲は、

以下とする。 

 【 A.ピアソラ作曲「 Adios Nonino」 (演奏 

Fugata Quintet)(8 分 38 秒)】 

実施に際しては、教室内のスピーカーを用い

て当該楽曲を再生し、YouTube 動画の音楽のみ

を提示した。 

 本楽曲は、1959 年に A.ピアソラの父(愛称：

ノニーノ)が逝去した際、作曲者が深い悲嘆の

中で創作した作品である。楽曲全体は悲哀に満

ちている一方、父親との愛情あふれる日々や思

い出を慈しむ旋律も随所で奏でられている。本

研究において当該楽曲を選定した理由は、以下

の点にある。 

第一に、本楽曲は音楽経験歴の有無にかかわ

らず事前の聴取経験が少なく、ジャンル名や既

存のイメージに左右されない反応を引き出し

やすい点である。実際、聴取後の聞き取りでは、

事前に当該楽曲を知っていた学生は 0 人であっ

た。この点は、音楽から直接受け取った印象に

基づく表現を検討する本研究の目的に適合す

る。 

第二に、本楽曲は、作曲者の父親の死という

明確な創作背景を持ちながら、その情緒や物語

性が旋律構造や音楽的展開の中に内在化され

ている点である。そのため、聴取者は言語的説

明がなくとも、多様な感情的・象徴的解釈を行

う余地を有している。 

第三に、演奏時間が 10 分以内であり、一回の

集中した聴取で曲全体の構造や情緒的変化を

把握可能である点から、授業内実験としての実

施可能性が高いと判断した。 

次に、楽曲聴取および描写・文章表出につい

ての所要時間は 30 分間とし、聴取の途中で書

き始めてもよいこととした。描写・文章表出に

使用する画材は、10 色入り色鉛筆か 10 色入り

クレヨンとし、教員は各机に画材を配布しなが

ら教室内を移動し、学生にいずれかの画材を選

ばせた。また A4 白紙の表面に絵を、裏面に文章

を書くこととし、楽曲聴取前に絵に関しては

「音楽を聴いて、感じたことを自由に絵で表現

してください」と口頭で指示し、文章に関して

は「音楽を聴いて、感じたことを自由に文章で

表現してください。箇条書きでも物語でも絵の

説明でも何でも構いませんので、浮かんだこと

を言葉や文章にしてください」と口頭で指示し

た。 

回答者は 51 名、回収率は 98.1％であった。 

 

2-3. 倫理的配慮 

実施時には、承諾書を配付し、紙面を教員(実

施者)が口頭で読み上げ、対象者に理解を促し

た上で同書に署名をしてもらい、書いた絵と文

章を研究で使用することへの承認を得ている。

また、本研究は、駒沢女子大学・短期大学研究

倫 理 審 査 委 員 会 の 承 認 を 受 け た (承 認 番 号

2025-015)。 

 

3.結果 

3-1.音楽経験歴 

学生の音楽経験歴について事前アンケート

を行った。ピアノ演奏、合唱活動、吹奏楽部な

どの経験を含めて分類した結果、初心者 8 名

(15.4%)、5 年未満 15 名(30.8%)、5 年以上 10 年

以下 22 名(42.3%)、10 年超 5 名(9.6％)、不明

1 名(1.9％)であった。 

10
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図 1 音楽経験歴(n=51) 

 

3-2.描画表現の結果 

3-2-1.画材の選択 

書画 材 の 使用 状 況 に つい て 、 鉛筆 47 名

(90.4%)、色鉛筆 30 名(57.7%)、クレヨン 21 名

(40.4%)であった。このうち、一つの画材のみの

使用者は 11 名(21.2%)であった。（複数使用可、

全体比） 

 

3-2-2. 色彩表現とその選択 

使用された色の使用状況については、作品に

実際に用いられた色を研究者が確認し、複数色

使用を前提として延べ人数で集計した。黒を選

ばなかった学生が 7 名（10.4%）いたが、それ以

外は下書きや縁取りとして黒を使用していた。 

黒一色のみで仕上げた学生は 3 名(4.4%)、最

多の使用色数は 12 色で１名(1.9%)、平均使用

色数は 6.0 色であった。また、暖色を使用した

学生は 47 名(90.4%)、寒色を使用した学生は 45

名(86.5%)、暖色寒色の両方を使用した学生は

44 名(84.6%)であった。 

 

図 2 使用した色 

※色は複数使用可(同一作品内の使用色を全てカウント) 
※人数は延べ人数 

 

3-2-2.絵に見られる想起要素 

 絵の内容は、学生の作品に共通して見られた

主題の傾向から「自然」「人工風景」「人物」「抽

象物」の 4 分類を設定し、複数の分類要素を同

一作品内に含む例が確認されたため、延べ人数

による集計を行った。分類別の人数は、「自然」

39 名（75.0%）、「人工風景」29 名（55.8%）、「人

物」26 名（50.0%）、「抽象物」25 名（48.1%）で

あった。 

 

 

図 3 想起要素 

※同一作品内に複数分類を含むため、延べ人数で集計 

 

また、想起要素の内訳としては、「太陽」(19

名、36.5%)、「雨」「雲」(各 16 名、30.8%)、「風」

(10 名、19.2%)、「家」「雷」(各 8 名、15.4%)、

0 10 20 30 40 50

抽象物

人物

人工風景

自然
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「泣く」(7 名、13.5%)、「海」(6 名、11.5%)な

どが挙げられる。 

これらの想起要素が音楽経験歴によって異

なる可能性を検討するため、5 人以上に描かれ

ていた要素を抽出し、経験歴別に集計した結果

を表 1 に示す。 

 

表 1 音楽経験歴別にみた想起要素 

※A＝初心者、B＝<5 年、C＝5–10 年、D＝>10 年 

※()内は経験歴内比率 

※同一作品内に複数想起要素を含むため、延べ人数で集計 

 

想起要素 

A 

[n=8] 

B 

[n=16] 

C 

[n=22] 

D 

[n=5] 

太陽 3(37.5) 7(43.8) 7(31.8) 2(40.0) 

雨 4(50.0) 3(18.8) 7(31.8) 2(40.0) 

雲 3(37.5) 4(25.0) 6(27.3) 3(60.0) 

風 1(12.5) 4(25.0) 4(18.2) 1(20.0) 

家 1(12.5) 2(12.5) 4(18.2) 1(20.0) 

雷 2(25.0) 2(12.5) 2(9.1) 2(40.0) 

泣く 2(25.0) 3(18.8) 2(9.1) 0(0.0) 

海 2(25.0) 1(6.3) 2(9.1) 1(20.0) 

 

3-3.言語表現の結果 

3-3-1.表現タイプの分類 

記述の表現特徴に基づき、内容の傾向から 6

つの型に分類した。最も多かったのは、項目を

整理して並べる「箇条書き型」(17 名・32.7%)

で、次いで、思いついた語を順不同に羅列する

即興的な「言葉のメモ型」(16 名・30.8%)、自

身の描いた絵の内容や意図を言語化する「絵の

解説型」(11 名・21.2%)、音楽から得た印象や

感情を述べる「感想型」(10 名・19.2%)が続い

た。 

さらに、語りの構造を持ち物語的に展開され

る「物語型」(4 名・7.7%)、比喩を含む詩的な

表現による「詩的型」(1 名・1.9%)も一部に見

られた。 

 

 

図 4 表現タイプの分類 

※同一記述が複数型に該当するため、延べ人数で集計 

 

3-3-2.頻出ワード 

 記述に表れた語の傾向を把握することで、音

楽から得た印象の特徴をより具体的に捉える

ことができると考え、頻出語の抽出を行った。

学生が記述の中で用いた語のうち、最も多く用

いられた語は「暗」(19 名・36.5%)であり、「明」

(13 名・26.9%)、「悲」(10 名・21.2%)、「雨」(9

名・19.2%)が続いた。「街(町)」「夜」「森」「恋」

は各 7 名(13.5%)、「晴」「踊」「戦い」「雷」は各

6 名(11.5%)であった（延べ人数）。 

これらの頻出語が音楽経験歴によってどの

ように異なるかを検討するため、音楽経験の有

無別に集計した結果を表に示す。 

 

表 2 音楽経験歴別にみた頻出ワード 

※A＝初心者、B＝<5 年、C＝5–10 年、D＝>10 年 
※()内は経験歴内比率 
※記述に複数語を含むため、延べ人数で集計 
 
(注 1)「おどり」「おどる」「ダンス」含む 
(注 2)「ケンカ」「けんか」「争い」含む 
 

 

ワード  

A 

［ n=8］ 

B 

［ n=16］ 

C 

［ n=22］ 

D 

［ n=5］ 

暗 4(50.0) 8(50.0) 6(27.3) 1(20.0) 

明 4(50.0) 4(25.0) 4(18.2) 1(20.0) 

悲 3(37.5) 3(18.8) 4(18.2) 0(0.0) 

雨 2(25.0) 1(6.3) 3(13.6) 3(60.0) 

街、町 1(12.5) 1(6.3) 5(22.7) 0(0.0) 

夜 1(12.5) 0(0.0) 4(18.2) 2(40.0) 

森 0(0.0) 3(18.8) 3(13.6) 1(20.0) 
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恋 1(12.5) 0(0.0) 5(22.7) 1(20.0) 

晴 2(25.0) 1(6.3) 0(0.0) 3(60.0) 

踊 

(注 1) 

0(0.0) 4(25.0) 1(4.5) 1(20.0) 

戦い 

(注 2) 

0(0.0) 2(12.5) 4(18.2) 0(0.0) 

雷、かみ

なり 

0(0.0) 1(6.3) 4(18.2) 1(20.0) 

 

4.考察 

4-1.音楽経験歴との比較 

本研究は、「音楽の知識が備わっている人は、

楽曲構成などの細部にとらわれて、本質的な楽

曲の表現を読み取りにくくなる可能性」や反対

に「音楽経験が少ない人は、音楽の聴取時に『感

受の表出』においても乏しいのではないか」と

いった幾つかの仮説が立てられたが、結果とし

て音楽経験歴の有無や長さによって、「感受の

表出」に明らかな違いは認められなかったと言

える。 

例えば「表 1 音楽経験歴別にみた想起要素」

において、最大頻出である「太陽」は各経験歴

で 31.8〜43.8％の範囲に収まっており、「雨」

も 18.8〜50.0％と幅はあるものの、いずれも経

験歴による顕著な偏りは見られない。一方、「表

2 音楽経験歴別にみた頻出ワード」に示される

ように、「暗」「明」といった視覚的に分かりや

すい語は、初心者層でいずれも 50％が使用して

いるのに対し、音楽経験 5 年以上の層では「暗」

27.3％、「明」18.2％と使用率が低下している。

その代わりに、「雨」「街・町」「夜」「森」など、

より具体的かつ情景的な語の使用率がわずか

に上昇しており、音楽経験が創造的表現の深化

に寄与している可能性が示唆される。 

これに対し、音楽経験歴とタンゴ的特徴の想

起との間に明確な関連は見られなかったもの

の、本楽曲から「踊」「おどり」「おどる」「ダン

ス」といった語を記述した学生が 11.5％存在し

た。これは、ジャンル知識がなくても、タンゴ

特有のリズムや身体性を想起させる音楽的特

徴が、過去の聴取経験や文化的接触を通じて潜

在的に形成されていた可能性を示唆する。一方

で、音楽経験 5 年未満の層では当該語群の使用

率が 25％と高かったのに対し、5 年以上 10 年

未満の層では 4.5％と低く、経験歴による一貫

した傾向は確認されなかった。 

 

4-2.描画表現と言語表現の相互作用における

事例を通した考察 

個々の描画や言語には、不安、希望、異国情

緒、自然、生と死など、多様なテーマが自由に

表現されており、特に本質を突く表現も複数見

られ、その一端は言語表現の分析に基づく「表

現タイプの分類」からも読み取れる。これは、

全体的な傾向の分析に加え、個人が持つ「表現

を表出する力」を育む意義の大きさを改めて示

す結果となった。幾つかを例に挙げる。（言語表

現は、段落や漢字などそのまま引用） 

 

4-2-1. A さんの事例 

 

図 5 A さんの描画表現事例 

    

図 6  A さんの言語表現事例 

13
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A さんの音楽経験歴は、ピアノを小学生の頃

に 2 年未満習っていたのみである。本調査では、

音楽経験歴 5 年未満に該当する。 

A さんは、比較的高い描写力を示し、暗闇の

中で泣く女性を主題とした絵画を制作した。こ

の表現は、本楽曲に内在する「愛する人の死」

を受け止める感情を読み取り、その哀しみを視

覚的に表出したものと解釈される。 

また、言語表現においても楽曲内容の核心を

捉えており、「楽しかった事を思い出しながら」

という記述から、楽曲に含まれる回顧的で温か

みのある過去の情景部分を適切に読み取って

いたことがうかがえる。 

 

4-2-2. B さんの事例 

 

図 7  B さんの描画表現事例 

 

  

図 8 B さんの言語表現事例 

 

 B さんは、幼少期のピアノ経験は無く、3 年間

合唱団に入団した音楽経験歴がある。本調査で

は、音楽経験歴 5 年未満に該当する。 

B さんは、暗い屋敷の中に続く長い階段を想

起しており、「左右うねうね」「色が見える／途

中で暗／出口が見える」といった言語表現から、

楽曲中に描かれる父親との回想における多様

な心象風景を読み取っていたことがうかがえ

る。 

とりわけ、長い階段というモチーフは、ノニ

ーノ (父親 )の人生そのものを象徴的に捉えた

表現として解釈することも可能であり、同時に、

ピアソラ自身が父親との記憶を壮大な回顧的

情景として捉えていた心情を反映した表現と

も考えられる。この点から、B さんは楽曲の内

在的な物語性を適切に読み取った表現を示し

ていたと解釈される。 

 

4-2-3. C さんの事例 

 

図 9 C さんの描画表現事例 

 

 
図 10 C さんの言語表現事例 

 

 C さんは、幼少期から現在までピアノ経験が

あり、本調査では、音楽経験歴 10 年以上に該当

する。 

C さんは、楽曲全体を一つの「劇」に見立て、

そこにストーリー性を読み取っている。「劇を

やっていて」という言語化からは、出来事の当

事者としてではなく、それを客観的に鑑賞する

第三者としての「自分」を想定した表現である

14
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ことがうかがえる。そのため、本作品は自身の

内面で主観的に生起した出来事というよりも、

他者の物語を眺めているような距離感をもっ

て描かれていると考えられる。 

このことから、ノニーノ(父親)の人生におい

て起こったであろう様々な出来事を、本人では

なく「息子」という第三者の視点から回顧して

いる構図を、C さんは楽曲の中に感じ取ったの

ではないだろうか。さらに、最後の「恋人のお

話／死んだ人に一夜だけ会えた」という言語表

現からは、楽曲が内包するメッセージ性、すな

わち作曲者の真意であり、核心的な意味を的確

に読み取っている様子がうかがえる。 

 

5.結論 

本研究では、領域「表現」の目標である「感

じたことや考えたことを自分なりに表現する

ことを通して、豊かな感性や表現する力を養い、

創造性を豊かにする」ことに対し、学生自身が

その力を十分に養うことの重要性を問い直し、

実践活動を実施した。その結果、音楽経験は表

現の一助となり得るが、成果はそれだけに左右

されるものではなく、個々の感受性や主体性が

大きく影響する。とりわけ、個々の制作物に着

目すると、「感受の表出」は音楽経験値と比例せ

ず、表現には顕著な個人差が見られる。こうし

た結果は、音楽経験に左右されない多様な表現

力の存在を示唆しており、個人が主体的に表現

を育むことの重要性を改めて浮き彫りにして

いる。さらに優劣や正解の枠を超えた創作活動

は、学生にとって「評価されるための表現」で

はなく「自らの内面を探るための表現」へと転

換する契機となったと言える。こうした活動は、

表現力の育成だけでなく、成果の優劣や評価に

左右されない学びの質そのものを問い直す場

ともなり得るのではないだろうか。 

加えて、本研究は「言語」「造形」「音楽」と

いう複数領域を横断する学びの要素を含んで

いる。このような複数領域にわたる表現活動の

統合は、「表現」の幅や方法を拡大し、より深い

学びを実現するものと考えられる。今後も音楽

を一つのツールとして活用しながら、多様な感

受性を育む実践を継続し、領域「表現」におけ

る深く豊かな学びへとつなげていきたい。 
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L. van ベートーヴェン ピアノソナタ作品 109・110・111 

に関する一考察 

A. von アルニム氏による「ベートーヴェン・ピアノソナタ全曲講座」 

第 1回聴講レポート 

 
A Study of L. van Beethoven’s Piano Sonatas Op. 109, 110, and 111 

A Report on the First Lecture of the Complete Beethoven Piano Sonata Series by 

A. von Arnim 

 

森永美穂子（武蔵野音楽大学）  

Mihoko MORINAGA （Musashino Academia Musicae)  
(要旨) 

本稿は、2024 年秋に開催された A. von アルニム氏による「ベートーヴェン・ピアノソナタ

全曲講座」第 1 回の内容を踏まえ、L. van ベートーヴェン最晩年のピアノソナタ作品 109、
110、111 の解釈について考察するものである。本講座では、これら三作品がそれぞれ「告

知」「復活」「浄化」と位置づけられ、W. ケンプの演奏理念および思想にも言及しつつ解釈

と演奏が提示された。本稿では、講座内容を整理するとともに、その分析を通して、これら

三作品に込められたベートーヴェンの創作意図と精神的意義を探る。 
 

(キーワード) 

ベートーヴェン、ピアノソナタ、A.von アルニム 
 
 

 

1.はじめに   

 ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェンの作品

を理解するにあたっては、まず「なぜそのよう

に作曲されたのか」という根源的な問いから出

発する必要がある。本講座では、この視座に立

ち、楽譜の背後に潜む思想や精神的背景を読み

解くことを試みてきた。すなわち、作品を単な

る音の連なりとしてではなく、作曲家の意志と

必然性の結晶として捉える立場である。 

 この姿勢を端的に示す言葉として、アルニム

氏の次の一節を引用したい。 

Wir spielen nicht diese Töne, sondern wir 

spielen den Grund, warum Beethoven diese 

Töne komponiert hat.（我々は書かれている音

を弾くのではなく、なぜそのように書かれたの

かという理由を演奏するのである。） 

 とりわけ後期の三つのピアノ・ソナタは、し

ばしば「偉大なる三部作」として位置づけられ、

そこには一貫した精神的ドラマが構築されて

いると考えられる。作曲者はこれらの作品を通

して、単なる形式的完成を超えた内面的世界を

描き出したのであり、その「魂の言葉」を探究

し、聴衆に伝達することこそが演奏者の使命で

ある。 

 さらに、これら三作品を象徴的概念によって

捉えるならば、「告知」「復活」「浄化」とい

う主題的枠組みが想起される。「告知」とは、

大天使ガブリエルが聖母マリアに神の子イエ

ス・キリストの受胎を告げた出来事を指し、「復

活」とは、十字架刑の後、三日目に神の力によ

ってイエス・キリストが甦った出来事を意味す

る。そして「浄化」とは、人間の罪が神によっ

て取り除かれ、清められることを示す概念であ

る。 

 もちろん、これらの形而上学的解釈は一見す

ると過度に象徴的であるとの批判もあり得よ

う。しかしながら、本稿では次章以降において、

17
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作品分析を通してこれらの概念との内的連関

を検証し、その妥当性を考察していきたい。 

 

2．作品研究 

（1）Op.109 ― ピアノ・ソナタ第 30 番 

 本作の冒頭は、しばしばヨハン・パッヘルベ

ルの《カノン ニ長調》に見られる和声進行との

類似が指摘される。この進行が想起させるのは、

安定と回帰、そして静かな感謝の情である。同

様の和声は、フランツ・シューベルトの《交響

曲第 9 番 ハ長調》にも認められ、そこにもまた

肯定的・感謝的な響きが内在していると考えら

れる。一般に、このような祈りや感謝を想起さ

せる主題は第二主題に配置されることが多い。

しかし本作においては、それが第一主題として

提示されている点が注目に値するこれは、作品

全体の精神的方向性を冒頭から明示する意図

的構造と解することができよう。一方で、冒頭

に付された発想記号 vivace, ma non troppo 

には、「感謝」を連想させる語は含まれていな

い。この点を理解するためには、献呈者である

マキシミリアーネ・ブレンターノへの視座が有

効である。当時 17 歳であった彼女の快活な性

格が vivace に投影され、ma non troppo には

節度と品位、そして彼女およびブレンターノ家

への感謝の念が込められていると解釈するこ

とが可能である。すなわち、この発想記号は単

なる速度指示を超え、人格的・関係的意味を帯

びた象徴的記号とみなすことができる。したが

って演奏においては、ブレンターノ家との親密

な交流を想起しつつ、全ての十六分音符を親し

みと柔和さをもって表現することが求められ

る。 

 しかし第二主題では、Adagio による著しい

対比が現れ、第一主題との間にパラドクスが生

じる。第一主題が数小節で終結する手法は、後

期作品に顕著な「圧縮」の技法と理解できる（譜

例 1）。 

 

 

 展開部冒頭は、極めて柔和に扱われるべきで

ある。ここでは十六分音符一つ一つと、その音

程関係が構造的意味を持つ。その後に続くいわ

ゆる「賛歌」的部分は、本作を象徴的に「受胎

告知」と捉える立場に立てば、光の顕現として

理解し得る箇所である（譜例 2）。 

 

 

 さらに、本作に頻出する sf（スフォルツァン

ド）は、単なる強調記号ではなく、言語におけ

るアクセントのように、意味を担う位置に慎重

に配置されていると考えられる。作曲者はしば

しば自らの音楽を預言者的使命と結びつけて

語ったとされるが、そこにあるのは粗放な強調

ではなく、必然性を伴った美の追求である。た

とえ第二拍に sf が置かれていても、拍節構造

そのものが失われるわけではなく、強拍の感覚

は内在的に保持されねばならない（譜例 3）。 
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第一楽章および第二楽章は、長大な第三楽章へ

の精神的準備として位置づけられる。第三楽章

は Andante であり、Adagio ではない。さらに 

gesangvoll（歌に満ちて）との指示が付されて

いる点は決定的である。テンポは印象的な「遅

さ」から導くのではなく、実際に歌唱を試みる

ことによって決定されるべきである。過度に遅

いテンポでは呼吸が保てない。実際に声に出し

て歌うことにより、自然な呼吸とフレージング

が明らかになる。速い楽章をあえてゆったりと、

遅い楽章をやや速めに歌ってみることは、適切

なテンポ選択への有効な方法である（譜例 4）。 

 

 

後期作品の解釈にあたっては、常に《交響曲第

9 番》との精神的連関を視野に入れることが有

益である。例えば第三楽章の第 3 変奏は、あた

かも巨大な合唱の響きを想起させる壮麗さを

有しており、その視点から演奏することで、作

曲者の理想に一歩近づくことができるであろ

う（譜例 5）。 

 

 

(2）Op.110 ― ピアノ・ソナタ第 31 番 

 本作は、前作 Op.109 をさらに推し進め、より

高次の精神的・構造的次元へと到達した作品で

ある。そこには初期および中期の諸作品をはる

かに凌ぐ多層的内容が内包されている。この点

を確信するためにも、また作曲者の創作理念を

正確に把握するためにも、本来は初期三大ソナ

タを含む初期作品群から順次検討することが

望ましい。後期三大ソナタは、32 曲の連なりの

中でもある種例外的かつ総括的な位置を占め

ているからである。 

 この発展的視座を体現した演奏家として、ド

イツ音楽の巨匠ヴィルヘルム・ケンプを挙げる

ことができる。彼はリサイタルにおいてソナタ

を年代順に演奏し、その様式的・精神的発展過

程を提示した。例えば、ヨーゼフ・ハイドンの

ピアノ・ソナタを起点とし、ベートーヴェンの

初期ソナタへと進むと、作品第 1 番から第 3 番

に至るまでに規模と構想が飛躍的に拡大し、や

がて交響曲的広がりを獲得する過程が明確に

示される。作曲者は単に 32 曲のソナタを書い

たのではなく、ソナタという形式の内部で新た

な音楽を創造し続けたのである。 

 その到達点の一つが《ピアノ・ソナタ第 29 番

「ハンマークラヴィーア」》である。この巨大

な作品の後に何が可能であるのかという問い

は、同時代および後世の作曲家にとって重大な

問題であった。実際、フランツ・シューベルト

やヨハネス・ブラームスがその圧倒的規模に言

及したことは象徴的である。しかし、続く

Op.109、110、111 の三作を総体として捉えるな

らば、その精神的・構造的スケールは Op.106 を

19
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も凌駕するとさえ言える。ケンプはこれらを七

夜にわたり演奏し、最終夜に Op.106 の後、休憩

を挟んで 109、110、111 を配置した。このプロ

グラミング自体が、後期三部作を「頂点のさら

に先」に位置づける解釈を示唆している。 

 

1．献呈と精神的背景 

 ベートーヴェンは多くの作品を特定の人物

に献呈しているが、本作 Op.110 には明確な献

呈者が存在しない。この事実は象徴的である。

彼の創作の背後には常に特定の女性像が存在

しており、その理解のためには「不滅の恋人」

宛書簡および《ハイリゲンシュタットの遺書》

を参照することが不可欠である。本作は、「不

滅の恋人」の最有力候補とされるヨゼフィー

ネ・ブルンスヴィックに向けられた作品である

との仮説がある。確証は存在しないものの、作

曲年 1821 年に彼女が没している事実は示唆的

である。冒頭に記された sanft, con amabilità

（甘く、愛らしく）という指示は、単なる表情

指定を超え、深い追悼と内的対話を内包してい

ると解釈することが可能である。したがって本

作は、個人的レクイエム的性格を帯びる作品と

して理解され得る。 

2．終楽章中心主義と形式構造 

 本作は終楽章を中核とするソナタである。こ

の傾向は中期の《ピアノ・ソナタ第 21 番「ワル

トシュタイン」》以降に顕著となる。それ以前

の宮廷的伝統では第一楽章が最重要視され、終

楽章は軽快なロンドとして機能することが多

かった。しかしベートーヴェンは終楽章を思想

的頂点へと昇華させ、この理念は後にアント

ン・ブルックナーの交響曲にも通じていく。第

三楽章は、レチタティーヴォ―アリア―フーガ

―再度のレチタティーヴォ―終結部という順

序を取り、構造的にはヨハン・セバスティアン・

バッハの受難曲を想起させる。ここでは器楽作

品でありながら宗教的ドラマが展開される。 

 また、変イ長調の響きは夢幻的性格を帯び、

冒頭は天上へと届くかのような透明な音色で

奏されるべきである。クレッシェンドから sf 

に至る瞬間は、意味の強調点として極めて重要

である。それは単なる強打ではなく、内的真実

の現れである。 

 そして、バス進行においてはヴォルフガン

グ・アマデウス・モーツァルトの協奏曲的語法

や、ロベルト・シューマンを想起させる和声的

処理が指摘されることがある。これらは音響空

間を開示し、何かが「開かれていく」感覚を生

み出す。 

 molto espressivo の指示が示す通り、全て

の音が有機的生命を帯びねばならない。ここに

は生と死を超克する音楽が存在し、演奏者はそ

れを外在的に再現するのではなく、その内部に

生きる主体となることが求められる(譜例 6)。 

 

3．フーガと象徴性 

 最 終 楽 章 の フ ー ガ 主 題 は 、 後 半 の 

L’istesso tempo において反行形として再現

される。両者は鏡像関係にあり、前者が地上か

ら天を仰ぐ運動であるとすれば、後者は天から

地上を見下ろす視座へと転換する。この対照は、

復活と超越の象徴的表現として解釈できる。 

 終結部は単なるストレッタではなく、賛歌的

昂揚である。柔和な調性の中で、天上的合唱を

思わせる響きが拡大し、音楽は地上的重力を超

20
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克する(譜例 7)。 

 

 

 

本作は三楽章構成と記されているが、第三楽章

を五つの部分に区分するならば、全体は七つの

段階から成る精神的ドラマとして再構成でき

る。そこには、ベートーヴェン晩年の壮大な音

楽宇宙が凝縮されているのである。 

 

(3）Op.111 ― ピアノ・ソナタ第 32 番 

 本作に関して最も頻繁に提起される問いは、

「なぜ二楽章構成なのか」という点である。こ

の問いへの応答は比較的明快である。すなわち、

第二楽章アリエッタが、それ以降にいかなる楽

章も付加し得ないほどに完結性を備えている

からである。作品は第二楽章において精神的頂

点へ到達し、そこにおいて閉じられる(譜例 8) 

 

 

第二楽章アリエッタの主題には、「Ewigkeit（永

遠）」という語が極めて適切である。永遠とは

時間的・空間的終末を持たない概念であり、無

限へと開かれていく本楽章の構想と深く呼応

する。主題は静謐な単純さをもって提示される

が、変奏を重ねるごとに次第に時間感覚を超越

し、聴取者を持続の感覚へと導く。 

 変奏技法の観点からも、本作は重要である。

例えばヴォルフガング・アマデウス・モーツァ

ルトが主として音型的変化を中心に展開した

のに対し、ベートーヴェンはしばしば性格変容

による変奏を志向し、各変奏に固有の精神的表

情を与えた。しかし、《ピアノ・ソナタ第 23 番

「熱情」》および本作 Op.111 においては、音型

的展開が顕著に見られる点が注目される。 

 さらに数的構造に目を向けるならば、中世ヨ

ーロッパにおいて象徴的意味を持った「三」の

理念、すなわち三位一体（父・子・聖霊）の思

想との関連も想起される。最終的に一小節内に

二七の音価が配される構造は、三の三乗という

象徴的数を想起させ、作曲者が「永遠」という

観念を意識していた可能性を示唆する。ここに

おいて、音楽的時間は神学的象徴へと昇華され

る。 

 この観点からすれば、アリエッタの第 3 変奏

を単なるリズミカルな効果、いわゆる「ブギウ

ギ」風の軽快さとして処理することは適切では

ない(譜例 9)。 

 

 

同様に第一楽章のクライマックスを機械的・過

度に加速したテンポで表現することも、本質を

捉える解釈とは言い難い。そこにあるのは外的

興奮ではなく、内的緊張の極限化である(譜例

10)。 

 

 

調性の観点では、ハ短調は典型的なベートーヴ

ェン的悲劇性を帯びる調であり、単純な「権力」

や力強さの象徴ではない。同様にヘ短調も悲劇

的性格を担う調であり、《作品 57》においては

21
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音響の圧縮によって劇的緊張が形成された。一

方、Op.111 ではより少ない素材によって深い精

神的重力が表現されており、表現の簡潔化がむ

しろ内面の深化を示している(譜例 11)。 

 

 

 第一楽章終結部の音型は、フレデリック・シ

ョパンの《練習曲第 12 番「革命」》を想起させ、

また冒頭動機は同作曲家の《ピアノ・ソナタ第

2 番》との類似が指摘される。ショパンは必ず

しもベートーヴェン全作品に深い関心を示し

たわけではないが、本作に対しては特別な敬意

を払っていたと考えられ、その影響力の大きさ

がうかがえる。 

 第二楽章後半では、「永遠」という主題がさ

らに圧縮され、時間の感覚は希薄化する。とり

わけ第 5 変奏では、多声的書法が拡大し、あた

かも無数の声が賛歌を歌い交わすかのような

響きを形成する。ここにおいて音楽は個的表現

を超え、普遍的次元へと至る(譜例 12)。 

 

 

 

（4）まとめ 

 本講座は、アルニム氏がヴィルヘルム・ケン

プの講習会で得た経験を基盤としつつ、独自の

解釈を展開したものであった。その核心は、演

奏という行為を単なる技術的再現にとどめず、

人間としての在り方と倫理的姿勢にまで遡っ

て熟考することにある。 

 ベートーヴェンは音楽を通して、人間と世界

への根源的信頼を提示した作曲家であった。人

類と自然への愛、そしてそれらに対する畏敬の

念を抱くこと――それこそが彼の後期ソナタ

に内在する真のメッセージである。本研究を通

して、これら三作品が単なる音楽史的到達点に

とどまらず、精神史的意義を持つ創作であるこ

とを改めて確認するに至った。 
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ソニー“360Reality Audio”を用いたクラシック音楽コンテンツの
制作  

その可能性と課題 

 
Creating Classical Music Content Using Sony’s 360 Reality Audio 

Possibilities and Emerging Issues 
 

後藤 友香理 (静岡大学)  
Yukari GOTO (Shizuoka University)  

(要旨) 
本研究は、ソニーの 360 Reality Audioを使用したクラシック音楽コンテンツの制作過程を報
告し、こうした立体音響のコンテンツ制作の課題と可能性を検討するものである。従来の立

体音響コンテンツは、ステレオ用に録音された素材を使ってエンジニアが立体音響に仕上げ

たものが多いが、本研究でははじめから立体音響を想定した演奏、収録を行い、音楽家とエ

ンジニアが協働して制作した。こうした新しい手法を用いたコンテンツ制作は、クリエイタ

ーや音楽家にとって自らの表現手法を拡大する可能性を持つ。その一方で、音楽家とエンジ

ニアの共通言語の構築、作業フローの効率化、システム上の操作と実際の人間の認知とのず

れの解消などの課題も見つかった。 
 

(キーワード) 

360 Reality Audio、立体音響、録音、クラシック音楽 
 
 

 

1.研究の目的と動機    

  本研究は、ソニーの 360 Reality Audio（以後

Sony360RA）を使用したクラシック音楽コンテ

ンツの制作に際し、演奏、録音、編集の過程を

報告し、その可能性と課題を検討するものであ

る。  

 

(1)「リアルの再現」としての音響技術  

 安藤（2022）は、音楽録音の分野におけるオ

ーディオ技術の発展とは高い臨場感を求めて

きた歴史だと述べ、臨場感を、各楽器音のクリ

アで生々しい表現（オブジェクト臨場感）と、

演奏された空間の再現（フィ－ルド臨場感）で

あると説明する。クラシック音楽であれば、間

近で演奏を聴いているかのような音の粒立ち

やホールの響きに包まれるような残響感など

がそれらに当たるだろう。これまでステレオ 2

チャンネル、あるいはサラウンド 5.1 チャンネ

ルなどの方式で、こうしたいわば「リアルの再

現」が追求されてきたが、あくまで聴き手を水

平方向から取り囲む形で音場が形成されてい

るという点では、完全な「リアルの再現」には

限界があったと言えるだろう。  

2019 年に発表された Sony360RA は、水平方

向に限定されていた音場を上下方向にも開放

した立体音響のフォーマットである。ソフトウ

エア上で 3 次元空間に音源を配置し、どのよう

に聴き手の耳に届くかを計算した信号処理を

加えることで立体的に音を感じさせることが

できる。ソニーストアのウェブサイトでは、ヘ

ッドホンで音楽を聴いた時の体感の違いを、ス

テレオ音源では音楽が頭の中で感じられるの

に対し、Sony360RA では聴き手の頭の周りの

様々な位置に配置された音源が全方位から聴

き手を包み込むような没入感のある体験がで

きると説明している（図 1）。さらに、音の配

置を変えたり動きをつけることによって、まる

で音が瞬間的に移動したように感じさせたり、

音が 3 次元上で動き回るように感じさせること

23
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もでき、「リアルな音場の再現にとどまらない、

自由な音場の創造を可能にする新たな音響テ

クノロジー」（安藤 2021：48）と注目されてい

る。  

 

図  1 ステレオ音源と Sony360RA の聴こえ方

の違い1 

 

(2)クラシック音楽の録音における新しい表現

とは  

Sony360RA のような最先端技術を使用して

クラシック音楽のコンテンツを作ることには

どのような意味があるだろうか。本研究を企画

し、実際に演奏者として参加した筆者の視点か

ら考えてみたい。  

クラシック音楽は他ジャンルと比較しても

「再現芸術」の度合いの高いジャンルである。

演奏家は何百年も前に作曲家が残した楽曲を、

楽譜を媒介として再現している。当然、演奏家

個人の解釈や個性もそこには反映されるが、あ

くまで作曲者の意図を忠実に再現することを

第一とする演奏家は多い 2。そして、録音が目指

すものは、その演奏をできるだけリアルに再現

することである。このように、クラシック音楽

の録音物は「再現」の「再現」を目的として、

繰り返しレコーディングが行われてきた。もち

ろんこれまでに「名盤」と呼ばれる素晴らしい

録音作品が多数生まれてきたのも事実である。

しかし、新しい技術の登場によって楽譜の「再

 
1  https://www.sony.jp/headphone/special/360_Reality_Audio/より転
載。図の左側がステレオ音源、右側が Sony360RA の聴取体験の
イメージである。  

現」や演奏のリアルな「再現」を超えた、新し

い発想による創造や表現が可能になるのでは

ないだろうか。  

作曲家や演奏家が頭の中で自由にイメージ

した音楽を実際の音によって現実化するとき、

そこには楽器、空間など数々の制約が伴う。音

楽家は、自分がイメージしたものを可能な限り

まざまざと聴き手に伝えるために作曲・演奏技

法を駆使するが、それがどこまで正確に伝わる

かは聴き手の想像力に委ねられている。しかし、

自由な音場の創造を可能にする Sony360RA は、

音楽家が「リアル」では実現できなかった音楽

的アイディアを現実化し、さらなる創造を開拓

する一つの手段となり得るのではないかと考

える。  

 

2.制作過程  
現在配信されている立体音響の音楽コンテ

ンツの中には、ステレオ（2 チャンネル）用に

録音されたマルチトラック素材を使って立体

音響に仕上げたものが多い。つまり、音楽家は

従来のステレオを前提に作品を制作・演奏し、

それを立体音響へ変換するのはエンジニア任

せということである。しかし本研究では、作曲

や演奏、録音や編集など全ての工程で音楽家と

エンジニアが協働した。特筆すべきは、①選曲

の段階から、音楽家とエンジニアが音質や音像

に対するイメージを共有したこと、②最終的に

どのように 3 次元空間に音源を配置するかを想

定した上で演奏を準備し、録音計画を立てたこ

と、③Sony360RA に適した録音機材の選定や設

置を工夫し、パーツごとの別録り・多重録音を

行ったこと、④音楽家とエンジニアが互いのイ

メージをすり合わせながらミキシング作業を

行ったことである。以下に、それぞれの工程を

報告する。  

2  ピアニストのアンドラーシュ・シフ（ 1953-）は、自らを「再
現者」と言っている（ https://ebravo.jp/archives/199740）。  
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(1)楽曲について  

本研究で制作したコンテンツは 3 点で、いず

れも特徴の異なる 2台ピアノ作品である（表 1）。 

 

表  1 収録した楽曲  

ピアノの特性である打楽器的要素が定位の

明瞭さを生むため立体音響の効果を実感しや

すいこと、音数の多い 2 台ピアノによるハーモ

ニーとポリフォニーは空間の縦と横の広がり

を表現できることから、2 台ピアノ作品が立体

音響に適していると考えた。まず、音楽家とエ

ンジニアで技術的な打ち合わせを行い、演奏や

収録方法の検討を行った。3 曲のうち、1 曲目、

2 曲目は現代の作曲家による作品であるため、

作曲者本人も打ち合わせに加わり、作品を立体

音響化するにあたっての希望やイメージを共

有した。特に《ダルムシュタット・テクノ》は

本研究のために委嘱した新曲であり、作曲者が

事前に Sony360RA のデモ版を体験した上で立

体音響の特性を生かした曲を書いた。  

図 2 は《ダルムシュタット・テクノ》の  

一部であるが、「（音を）回す」、「それぞれ

違うスピーカーに（音を）配置」など、音源の

配置を自在に動かすことのできる Sony360RA

を想定した作曲者の指示が書き込まれている。 

 

 (2)演奏準備  

 Sony360RA では音源一つひとつに位置情報

をつけ全球状の空間に配置することができる。

つまり、全体は前方で聞こえるのにメロディー

だけは横から聞こえてくるとか、ある音型が後

方から前方にだんだん移動してくるように感

じる、といった演出も可能である。しかし、そ

のためには、独立して配置させたい音や音型を

あらかじめ個別に録音しておくことが必要と

なる。クラシック音楽のレコーディングでは演

奏の勢いを大切にするため、通常は曲全体を通

して演奏する。しかし、今回は 2 台のピアノの

臨場感が欲しい箇所は 2 人同時で演奏し、別録

りパートは片手ずつ演奏するといった具合に、

楽曲を多くの部分に分解して演奏・録音した。

また、今回のような多重録音を行うにはテイク

によってテンポのずれが生じないよう、メトロ

ノームを使ってテンポを揃えて演奏する必要

がある。しかし、クラシック音楽ではメトロノ

ームを使った均一なテンポでは単調な演奏に

なりかねない。そこで、メトロノームに合わせ

て演奏する箇所と、メトロノームを使わず音楽

の流れに任せて演奏する箇所を作り、メトロノ

ームを使用する箇所では十分に吟味した上で

テンポを設定した。これらを綿密に計画した録

音計画表（図 3）を録音に先立って作成し、演

作品  特徴  演奏・収録方法  

向井航：  

ダルムシュタッ

ト・テクノ  

立体音響を想

定した新曲。テ

クノ音楽など

のクラブサウ

ンドを意識し

た作風。  

1 名での演奏によ

る多重録音。片手

ずつ収録。  

長谷川慶岳：  

メタモルフォシ

ス Ⅰ 

2 台ピアノの

特性を生かし

た、掛け合いの

多い楽曲  

1 名での演奏によ

る多 重 録音 。 和

音、伴奏形、掛け

合いなど全体を 4

つの 部 分に 分 け

て演奏し、それぞ

れ収録した。  

デュカス：  

魔法使いの弟子  

クラシックの

有名曲。ディズ

ニーのアニメ

ーション映画

『ファンタジ

ア』（1940）に

使用された。  

2 名のピアニスト

で演奏。2 人で演

奏する部分、1 人

で演奏する部分、

特定 の パー ツ だ

け切 り 取っ て 演

奏す る 部分 な ど

たく さ んの テ イ

クを収録。  
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奏の準備を行った。演奏者は、この計画表に則

った演奏を当日スムーズに行うことはもちろ

ん、最終的にテイクを重ねて繋げた時にも勢い

の感じられる、自然な演奏となるよう心がけて

練習を行った。  

 

(3)録音  

録音作業は 2023 年 9 月、浦安音楽ホール（千

葉）で行った。ホール全体の響きを捉える高さ

3.5 メートルのマイクツリーの設置（図 4）や、

2 台のピアノの音をそれぞれ明瞭に録音するた

めのマイク（図 5）など、立体感を意識したマ

イク設置や機材の選定を行った。  

図 2 作曲者による立体音響化イメージ

h さに  

図 3 録音計画表  
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 演奏・録音は、作成した録音計画表に基づい

て進めたが、その際、演奏者がヘッドホンを装

着して流れてくる音に合わせて演奏する方法

を採用した（図 6）。ヘッドホンから流れてく

る相手の音に合わせて演奏することで 2 台ピア

ノの「合奏感」を損なわずに演奏したり、部分

録りの際にもその前の部分をヘッドホンで流

してもらうことによって、音楽の流れに乗って

演奏ができるようにするためである。  

 

(4)ミキシング作業  

収録後は、録音したパーツを重ねて繋げる編

集作業、リバーブや音量調整などの加工作業、

音源の配置や動かし方を決める作業が行われ

た。ミキシングの技術的な作業についてはエン

ジニアに負う部分がほとんどであったが、今回

は多くのパーツを別録りしたため全体のテイ

ク数が非常に多く、編集作業に膨大な時間がか

かったという。加工作業では、空間を広く感じ

させる響きにするのか、反対に音との距離が近

くデッドな響きにするのかなどを、曲ごとの音

質や音像に合わせ遠近のマイクのミックス具

合で調整した。音源の配置や動かし方について

は、演奏者や作曲者の意図をエンジニアへ伝え、

実際の聞こえ方をその都度確認しながら決め

ていった（図 7）。《ダルムシュタット・テク

ノ》では、はっきりとした音像が縦横無尽に空

間を飛び回るような配置を意図した。《メタモ

ルフォーゼⅠ》では、広い空間の左右で 2 台の

ピアノが呼応するような配置となっている。

《魔法使いの弟子》では、特徴的な音型がリズ

ムに乗って空間を移動する場面を作りつつ、全

体としてはオーケストラのような充実したサ

ウンドを目指した。  

 

図 5 ピアノの音を狙ったマイク  

図 4 マイクツリー  

図 6 ヘッドホンを装着しての収録  

図 7 音源配置の一例  
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3.今後の課題と可能性  

 本研究の成果として、リアルの「再現」だけ

でない、新たな発想によるクラシック音楽コン

テンツを制作したこと、そして音楽家とエンジ

ニアの双方にとって新たな技術・手法の開拓や、

表現方法の拡大に繋がったことなどが挙げら

れる。  

制作したコンテンツは、2024 年 3 月にアルバ

ム『天球の音楽（Music of the Sphere）』（ECL103）

として全世界で配信されている。また、アルバ

ムに収録された《メタモルフォシスⅠ》は、一

般社団法人日本音楽スタジオ協会（ JAPRS）に

よる第 30 回日本プロ音楽録音賞「 Immersive 部

門（プログラミング・サウンド）」において、

最優秀賞を受賞した（2024 年 12 月）。  

しかし、今回の成果を今後どのように応用・

展開していくかについては多くの課題と可能

性があり、そういった意味においてこの研究は

まだ始まったばかりと言える。最後に、ソニー・

ミュージックスタジオで行った視聴会で参加

者から挙がった意見と、制作者からの課題点を

挙げて本稿を閉じたい。  

 

(1)録音視聴会での意見交換  

2024 年 3 月、ソニー・ミュージックスタジオ

（東京）でアルバムの完成試聴会を行った。視

聴会では、作曲家、調律師、研究者、エンジニ

ア、オーディオ評論家などの専門家を招き、意

見交換を行った。そこでは、音の凹凸感や空間

感が感じられることによって演奏がより明瞭

に聞こえた、これまでとは全く違う鮮烈な聴取

体験ができたという肯定的な感想の他にも、左

右感は十分に感じたが上下感はそれほど感じ

ない、自分の想定外のところに音像があるとミ

スマッチを感じた、などの意見が挙がった。実

際ミキシングの過程でも、後方に音源を配置す

ると音像がぼやけしまう、上下に音源を動かし

ても効果が薄いなど、システム上の操作と実際

の人間の知覚とのずれが見られた。聴取実験な

どで、人間の聞こえの実態やより効果的な音源

配置を探っていくことが課題の一つと考える。

また、《魔法使いの弟子》のようなよく知られ

たクラシック曲において、今回 Sony360RA で試

したような新しい解釈がどこまで許容される

のか、という点も今後検討すべきであろう。  

 

(2)制作側から見た課題  

音楽家とエンジニアの双方にとって、今回の

制作手法は初めての経験であり、音楽のキャン

バスが 360 度に広がり、そこでどう音楽を表現

するかは、全くの新しいテーマであった。  

そのため、通常のレコーディングと比較して、

エンジニアの作業量とそれにかかる時間が大

幅に増えた。製品としての音楽コンテンツ制作

という点では、いかに効率よい作業フローを作

成するかが今後の最重要課題であろう。  

演奏者にとっても、メトロノームを終始使用

しての演奏、パーツごとの細切れの録音などは

これまでにない挑戦であった。アゴーギクに制

限のある中で生き生きとした演奏を行うため

にタッチの工夫を行ったり、部分録りであって

も勢いの感じられる演奏を行うために楽曲の

全体像を見据えて演奏するなど、表現方法を更

新するきっかけになった。より良い演奏のため

には、演奏者自身も録音や立体音響についての

知識や理解を深め、それに合う演奏をするなど、

コンサートでの演奏とは異なるアプローチと

経験値が必要となるだろう。  

最後に挙げたいのは、音楽家とエンジニアの

共通言語の構築である。本研究は、Sony360RA

によってどのような音像や響きを実現したい

のか、実際にどのようなことが可能なのか、そ

のイメージのすり合わせから始まったが、音楽

家の使う言語とエンジニアの使う言語が異な

るため、互いの感覚を共有するのに多くの時間

を要した。言葉だけでなく、実際の音を聴いた

28
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り、図で示したり、様々な方法で音楽家とエン

ジニアの共通言語を作り上げていくことが、録

音技術を使った新たな音楽表現には不可欠で

あると考える。  

今後、若い作曲家やクリエイター、演奏家が

立体音響を経験していくことによって、これま

で想像できなかったような作品が出てくるの

ではないだろうか。また、こういったコンテン

ツが増えることは、聴き手にとっても、音の方

向性や奥行きといった「聞こえ」の指向性を開

く新たな体験となると考える。  

 

参考文献  

安藤彰男（2022） .「高臨場感オーディオ技術

の概要  ―歴史と今後の展望―  」  『日本

音響学会誌』 , 78-3, 114-120. 

安藤智郎（2021） .「ソニーが切り開く、“超臨

場”の音場体験」 , 『Axis』 ,211, 48-51. 

360 Reality Audio（サンロクマル・リアリティ

オーディオ）「立体的な音がつくりだす、

リアルな空間」 , ソニーストア  

https://www.sony.jp/headphone/special/360_R

eality_Audio/（2025 年 11 月 4 日）  

アンドラーシュ・シフが世界文化賞の記者会

見に出席「音楽で平和をもたらすことが

できると信じています」 , ぶらあぼ

ONLINE  https://ebravo.jp/archives/199740

（2025 年 11 月 4 日）   

 

付記   

本稿は、日本音楽教育メディア学会第 18 回研

究会（2024 年 2 月）での口頭発表「ソニー

“360Reality Audio”を用いたクラシック音楽

コンテンツの制作」に新たな知見を加えたも

のです。なお、本研究は一般財団法人ズーム

グループ学術振興財団 2023 年度研究助成を受

けて行いました。  
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領域表現「子どもと音楽表現」実践の取り組み 
～『はらぺこあおむし』を題材とした表現発表会を通して～ 

 
Area of expression in childcare：Children and Music Expression 

Through an expression presentation based on “The Very Hungry Caterpillar” 

 

飯泉琴都 (帝京科学大学教育人間科学部こども学科非常勤講師)  

Koto IIZUMI(Teikyo university of science)  
(キーワード)!

保育内容表現、音楽表現、保育者養成、表現発表 
!
!

!

1. 本論における領域表現「子どもと音楽

表現」とは  

山梨県内 TK 大学 

授業科目：「子どもと音楽表現ⅠB」 

こども学科（小学校・幼稚園教諭コース、幼稚

園教諭・保育士コース） 

２年次前期１単位 

幼稚園教諭一種免許状、保育士資格取得の必修

科目 

この授業における表現分野 

・身体表現（身体の動作での表現） 

・造形表現（道具の製作） 

・音楽表現（音を奏でる） 

２ . 題材について 

『はらぺこあおむし』（原題：The Very Hungry 

Caterpillar） 

・アメリカの絵本作家エリック・カールによっ

て 1969 年に発表された幼児向け絵本 

・あおむしが毎日沢山のものを食べて大きくな

り、最後には美しい蝶々になる成長物語 

※本授業では、この作品に対して、新沢としひ

こが作曲した同タイトルの楽曲をベースに表

現を考える内容とした 

(1)! 教育的な学び・・・領域「表現」以外の５

領域との関連 

物語による領域「言葉」の学びだけでなく、

数や曜日、食べ物の名前、自然の変化など、領

域「環境」、沢山食べて大きくなること、領域

「健康」などを学べる構成となっており、保育

や初等教育の現場でも多く活用されている。 

３ . 実践概要 

(1)! 対象 

2 年次 17 名（小幼コース 10 名、幼保コース７

名） 

※この学生には事前説明をし、承諾を得ている 

(2)! 実施期間 

2025 年４月 23 日（第３回目授業）～７月 25 日 

(3)! 発表日時 

2025 年７月 25 日（金）２限 

(4)! 授業の流れ授業の流れ 

授業の流れ：グループ分け→発表形式決め→ア

イディア提案→製作→練習→本番→振り返り 

(5)! 発表形式 

１：ペープサート 

２：劇 

３：パネルシアター 

４：紙皿シアター 

４ . 本授業のシラバスと目的 

(1)!シラバス  

https://cams-

web.ntu.ac.jp/campusweb/campussquare.do?_

flowExecutionKey=_c6E655089-C128-855A-

F91E-D98E3BD95118_k37A975C3-87F5-478F-

A8E4-A69A8F1EB60D 

(２ )! 目的  

本授業は、本来は、表現発表会で行う内容（大

きな出し物を一つ）を実施する予定であったが、
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